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「強い気持ちで思い切り

投げた」。5回裏無死満塁
のピンチ。甲府工の2年生
左腕・渡辺涼太は3着連続
三振で抑えると、大歓声の
ベンチに迎えられた。

1回に右犠飛を挟んで4
連打を音谷びて2失点。「狙
われていた直球が高めに浮
いていた」。2回以降は前
田芳幸監督、捕手の清水徳
明の言葉を受け、変化球主
体に切り替えた。2～4回
は安打を許さず、2安打さ
れた5回も決め球は全て変
化球で三つの空振り三振。
走り込みで下半身を強化
し、「制球力とスピードが

ついた。外角に自
信を持って投げら
れた」と胸を張っ
た。

8回始を10奪三

振、自責点3と先
発の役割を果たし
た背番号11。指揮　て

官も「春以降に成
長し、今日は素晴らしい投
球だった」と目を細めた。
打線も2試合連続2桁安

打で初戦（2回戦）の山梨
戦に続いて逆転勝ち。2点
を追う4回に反撃ののろし
を上げる左越えソロを放っ
た4番・坂本司は「打うこ
とは自信がある」と先行さ

れても焦りはなかった。同
点の5回は長短打4本を固
めて4点を挙げ、2試合を
勝ち抜いて勢いに乗る甲府
城西から試合の主導権をか
つさらった。
4強入りを懸け、山梨学

院との準々決勝に臨む。現
チームは昨秋、今春を含め
4度、山梨学院に敗れてい
る。指揮官は「勝利を信じ
て全力で戦う」、清水も「全
員でつないで点を取りた
い」と力を込めた。リベン
ジを期して磨いた打撃と厚
みを増した投手陣。打倒・
王者を成し遂げる舞台は整
った。　　　　〈雨宮文責〉

打倒王者へ投打手応え

第99回全国高校野球選手権山梨大会第
6日は15日、山日YBS球場で3回戦3

書式合を行い、山梨学院、甲府工、日本航

空が8強入りした。山梨学院は好機を確
実に点につなげて日大明誠を3－1で下

した。2吾式台連続2桁安打の甲府工は甲

府城西に8－5で競り勝った。日本航空
は着実に加点し、粘る市川を10－7で撮

り切った。大会第7日は16日、同球場で
3回戦3試合を行う。
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